
「劔岳点の記」応援企画 出演者インタビュー 第７回 螢 雪次朗 さん

木村大作さんという人は、名作

のカメラマンとして、映画の仕事

をしているものは、皆、知ってい

るわけです。ただ「木村というの

はおかしいらしいぞ」と。

その木村さんが監督をされると

いう話を聞いたとき、正直いって

ヘェッ?!という感じはしました。

ただ撮影としては苛酷だと、僕も

覚悟していきましたが・・・まあ

大変でした。

「ダメだ、おまえは山登りの名

人だという設定なんだ。金作谷と

いう谷だってあるんだぞ」とずい

ぶん言われました。だけどね、荷

物が！重いんですよ、とにかく。

金作たち人夫は、テント、食料、

鍋釜などを運ぶわけで、僕の荷物

には醤油の一升瓶がぶら下がって

いましたよ。背負う時に一人で立

ち上がることが出来なかったです

よ。

ある時監督が、「お前ら、それでも活動屋か！」と叫んだことがあった。それが何という

か、ちょっと僕には感動でした。「活動屋」という言葉は死語になってしまったと思ってい

たから。今回のスタッフの仕事ぶりは、これが活動屋魂なんだなと感じさせるものだったと

いうか...いいものを見たと思いました。

僕が映画の仕事を始めたのは30歳過ぎてからで、もともとは舞台なんで。お笑いグループ

なんかもやってました。食べられなくても苦じゃなかった。好きなことやってるんだから当

然だと思っていたし。楽観主義というところはあるでしょうね。

こういう僕のこの年齢と、キャリアが、この木村組に、宮本金作役に呼んでくれたんだな

という意味では、ラッキーだったと思う。10年前だったらこの役には呼ばれなかったかもし

れないし、木村さんも10年前だったら、撮ろうと思わなかったかもしれないし。本当にこの

タイミングなんだと思いますね。

螢 雪次朗 ほたるゆきじろう

1951年、埼玉県出身。最近の映画出演作「阿修羅上の瞳」「犬神家の一族」「クライマーズ・ハイ」。

「笑う警官」が今秋公開予定。
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